
第
一
章
　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
・
近
隣
関
係
の
変
容
構
造

第
一
節
　
家
族
と
近
隣
の
人
間
環
境
か
ら
み
た
エ
イ
ジ
ン
グ

時
岡
　
晴
美

　
現
代
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、
家
族
の
生
活
実
態
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省

の
二
〇
〇
七
年
調
査
に
よ
る
と
（
「
二
〇
〇
七
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
厚
生
労
働
省
、
二
〇
〇
八
年
）
、
平
均
世

帯
人
員
数
は
過
去
最
低
の
二
・
六
三
人
と
な
り
家
族
の
小
規
模
化
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
祖

父
母
・
父
母
・
子
ど
も
と
い
っ
た
三
世
代
か
ら
な
る
世
帯
は
四
〇
四
万
世
帯
で
ハ
・
四
％
と
な
り
、
一
九
八
六
年

の
調
査
開
始
時
一
五
・
三
％
か
ら
急
減
し
て
過
去
最
低
と
な
っ
た
。
Ｔ
万
、
六
十
五
歳
以
上
の
「
高
齢
者
世
帯
」

は
九
〇
〇
万
世
帯
と
前
年
よ
り
五
四
万
世
帯
増
え
Ｔ
八
・
八
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
構

成
の
変
化
は
、
家
族
構
成
や
家
族
関
係
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
地
域
や
近
隣
の
人
間
環
境
に
も
変
容
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
生
活
者
に
と
っ
て
家
族
と
は
、
人
生
の
過
程
で
あ
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
家
族
形
態
は
個
人
が
選
択
す

る
も
の
と
い
う
側
面
が
あ
る
た
め
、
近
年
の
家
族
に
み
ら
れ
る
変
化
の
全
て
が
社
会
変
容
に
起
因
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
家
族
人
数
の
減
少
に
よ
る
家
族
の
小
規
模
化
や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
を
続
け
て
い
る
こ
と
な
　
ー
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ど
は
、
ま
さ
に
少
子
高
齢
化
が
如
実
に
現
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
家
族
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ
サ
イ
　
２

ク
ル
の
進
展
に
伴
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
選
択
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
家
族
形
態
や
家
族
関

係
も
変
化
し
て
い
く
。
い
わ
ば
家
族
に
と
っ
て
の
エ
イ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。
個
人
に
そ
れ
ぞ
れ
発
達
段
階
が
あ
る
よ

う
に
、
家
族
に
も
家
族
の
発
達
段
階
が
あ
り
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
家
族
形
態
や
家

族
関
係
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
筆
者
ら
は
か
つ
て
中
国
・
四
国
地
域
に
お
い
て
実
施
し
た
中
高
年
女
性
の
実
態
調
査
に
お
い
て
Ｊ
中
高
年
女

性
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
家
族
ネ
ッ
ト
マ
・
‐
・
ク
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
外
的
で
緊
急
度
の
高
い

依
存
内
容
の
場
合
に
近
隣
関
係
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
個
人
と
家
族
の
工

イ
ジ
ン
グ
と
と
も
に
、
家
族
形
態
や
家
族
関
係
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
、
家
族
に
対
す
る
期
待
は
ど
う

変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
近
隣
関
係
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
か
。

本
章
で
は
、
家
族
と
近
隣
の
人
間
環
境
と
い
う
側
面
か
ら
家
族
の
エ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

Ｄ
長
石
啓
子
・
時
岡
晴
美
他
、
「
中
国
・
四
国
地
域
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状
と
課
題
　
第
四
報
－
家
族
状
況
・
居
住
状

　
況
が
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
及
ぼ
す
影
響
－
」
日
本
家
政
学
会
誌
、
第
四
八
巻
、
第
九
号
、
一
九
九
七
、
七
六
三
～
七
七
三

　
頁
。
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第一･章　少子高飴社.会における家族・近隣関係の変容構造

第
二
節
　
家
族
の
生
活
と
そ
の
将
来
像
－
三
木
町
に
お
け
る
住
民
意
識
調
査
か
ら
ー

（
一
）
調
査
の
概
要

　
「
地
域
社
会
に
お
け
る
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
家
族
・
地
域
・
敦
育
領
域
」
で
は
、
三

木
町
及
び
香
川
県
と
連
携
し
て
、
地
域
住
民
の
生
活
実
態
か
ら
み
た
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
着
目
し
て
共
同
研

究
を
行
っ
た
。
三
木
町
に
在
住
す
る
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
実
態
や
生
活
意
識
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
生
活
と
教
育
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
高
齢
社
会
に

お
け
る
地
域
づ
く
り
や
新
た
な
住
民
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
筆
者
が
担
当
し
た
「
家

族
の
生
恬
と
そ
の
将
来
像
」
を
中
心
に
述
べ
る
。

対象者の性別表１－１

調
査
は
、
香
川
県
三
木
町
に
在
住
す
る
満
二
十
歳
以
上
の
男
女

性　別 人（％）

男　性
女　性
無回答

148（391）

227（59,,9）
　4（1,,0）

計 379（100.0）

表１－２　対象者の年齢

年　齢 人（％）

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

無　回　答

25（6,6）

37（9,8）

56（14,8）

90（237）

67（17,7）

64（16,9）

29（77）

9（2,4）

2（0,5）

計 379(100.0)

表１－３　対象者の居住歴

一 ●

千
人
を
対
象
と
し
た
。
住
民
基
本
台

居住歴 人（％）

自分の代から

親の代から

祖父母の代から

先祖代々

無回答

187（494）

47（124）

41（m8）

94（24,8）

10（2.6）

計 379(100.0)

表１－４　対象者の家族構成

家族構成 人（％）

　　　本人と配偶者

核家族親とのニ世代

　　　G

とのﾆ,世代

拡大家族(Ξ,世代以上)

単独世帯

その他

無回答

　81(21,,4)

　55(14,,5)

121(31,9)

83(219)

18(4,,7)

　9(2,,4)

12(3,2)

計 379(100.0)

ｊ
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帳
に
よ
る
無
作
為
抽
出
を
行
い
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
郵
送
法
に
て
実
施
し
た
。
有
効
回
答
は
三
七
九
票
　
４

（
三
七
・
九
％
）
、
回
答
者
の
属
性
は
表
１
－
１
～
１
－
３
に
示
す
と
お
り
で
、
調
査
項
目
は
、
家
族
関
係
や
生
活

の
満
足
度
、
近
所
や
地
域
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
将
来
の
生
活
に
望
む
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
（
二
）
家
族
の
日
常
生
活
と
、
家
族
へ
の
期
待

　
現
在
の
世
帯
構
成
は
核
家
族
が
七
割
近
く
を
占
め
、
特
に
コ
世
代
世
帯
が
多
い
（
表
１
－
４
）
。
家
族
と
の
食

事
頻
度
が
「
ほ
ぼ
毎
日
一
緒
」
六
九
・
四
％
、
「
週
に
∇
上
一
回
一
緒
」
　
一
丁
三
％
と
全
体
に
高
く
、
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
は
か
な
り
確
保
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
家
族
関
係
の
満
足
度
で
は
（
図
１
－

―
）
、
全
体
の
ハ
割
以
上
が
満
足
し
て
お
り
、
若
年
層
と
高
齢
層
で
比
較
的
満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
家
族
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
」
の
設
問
で
は
（
図
１
－
２
）
、
「
家
事
の
担
い
手
」
「
家
計
を

支
え
る
」
「
家
族
の
相
談
相
手
」
を
ほ
ぼ
半
数
の
人
が
挙
げ
て
い
る
。
手
段
的
役
割
は
比
較
的
実
感
し
や
す
い
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
家
族
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
困
っ
た
と
き
の
相
談
相
手
」
と
し
て
家
族
を
挙
げ
た
人
は
（
図
１
－
３
）
、
「
配
偶
者
」
が
五
〇
・
七
％
と
圧
倒

的
多
数
を
占
め
る
。
そ
の
他
の
家
族
員
で
は
「
娘
」
「
息
子
」
「
兄
弟
姉
妹
」
が
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
い
ず
れ
も
一

割
に
満
た
な
い
。
世
帯
構
成
と
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
か
ら
は
、
本
人
だ
け
の
単
独
世
帯
は
子
ど
も
や
友
人
に
、
配

偶
者
の
み
の
核
家
族
は
配
偶
者
に
、
二
世
代
・
三
世
代
同
居
の
場
合
に
は
配
偶
者
・
子
ど
も
・
友
人
の
順
で
、
い

ず
れ
も
家
族
に
相
談
す
る
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
中
年
層
で
は
「
配
偶
者
」
、
高
齢
層
で
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第一･章　少子高齢社会における家族･j近隣関係の変容構造

は
「
息
子
」
や
「
娘
」
の
他
に
「
近
所
の
人
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
定
位
家
族
に
い
る
う
ち
は
友
人
な

ど
個
人
的
関
係
の
繋
が
り
が
中
心
で
あ
る
が
、
自
身
の
創
設
家
族
を
持
っ
て
か
ら
は
配
偶
者
に
な
り
、
高
齢
期
に

な
る
に
し
た
が
っ
て
子
ど
も
を
頼
り
に
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
齢
者
の
場
合
、
身
近
な
存
在
と
し

て
「
近
所
の
人
」
と
の
関
係
が
か
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

=≠〒〒・・--
犀２=====・-・一

--･

皿

二

　　９０･ヽ･

８０~８９

７０⌒－７９

６０･～'６９

５０~５９

４０･ヽ－４９

３０～'３９

２０･～'２９

１００％５０％

口まあまあ満足している
●満足していない

　　　　○％
■1萬足している

圖あまり満足していない
ｓ家旅iはなしヽ無回笞こ

年齢別にみた家族関係の満足度図１－１

１

㎜

㎜㎜

㎜

　　　　　家族はいない

こ役立っていると感じない

　　　　　　　　その他

　　　　家族の長として

　庶族の相談梱手として

特【l

幼い子の世話をする者として

　　　　家事の担い手として

　　家計を支えるものとして

25020015010050０

図1－2　家族の中で役立っていると感じること(複数回答)

--

　謀皿皿躊鸚
恕瓢器廓芯誠套
皿
皿■
----

　　９０･～･

８０~８９

７０～･７９

６０~６９

５０～･５９

４０－･４９

３０･～･３９

２０･～２９

１００％5094

　　　・,甑子・自良

●友人・1丘R斤・その他，

　　　　　○％

●酉己ｲ馬者
・兄弟如強未
ｓ鮪･に岑目言炎する人1まない

図１－３　年齢別にみた相談相手

　－－-
--
-－　・　　　　　　　㎜

　鸚詣
㎜■

蛍諾皿類一
--

翌

--

　　９０･～'

８０･～･８９

７０･～'７９

６０～･６９

５０･～５９

４０～'４９

３０･～３９

２０･～･２９

　　　　　　　　100％

ヨ人は変わるカ1家族で

●加i設で暮らしたい

５０％
　　　　○％

●今の家族のままで

●1尋3柘はわカヽらない

年齢別にみた将来の家族形態希望図１－４

５
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表１－５　介護が必要になった場合の希望

あなた自身
に介護が必
要になった

とき
　人（％）

希望する内容

家族が介疲を

必要になった

とき

　人（％）

22（5,8）

146（38,,5）

58（15,,3）

86（22,7）

　5（1,3）

38（10,0）

24（63）

家族だけで面倒を見る

家族が中心となり不足分は介護

サーピスなど

在宅介疲サービスを中心にする

施設へ入所

その他

わからない

無回答

14（3,,7）

221（5&3）

44（IL6）

43（1L3）

　3（　0,名）

23（6,,1）

31（8,,2）

379(100,0) 計 379(100())

「
将
来
（

　
「
自
身
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
ど
う
し
て
欲
し
い
か
」

と
の
問
い
で
は
（
表
１
－
５
）
、
「
家
族
が
中
心
と
な
っ
て
足
り
な

い
部
分
は
在
宅
介
護
を
利
用
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
「
家
族
だ
け

で
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
」
と
合
わ
せ
て
全
体
の
半
数
近
く
が
家
族

の
力
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
「
家
族
に
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
ど
う
し
た
い
か
」
と
の
問
い
で
は
、
「
家

族
が
中
心
、
足
り
な
い
部
分
は
在
宅
介
護
を
利
用
」
が
も
っ
と
も

多
く
、
「
家
族
だ
け
で
面
倒
を
見
た
い
」
と
合
わ
せ
て
六
割
以
上

が
家
族
に
よ
る
介
護
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
夫
婦
を
中

核
と
し
つ
つ
家
族
関
係
へ
の
期
待
は
大
き
い
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
ゝ
つ
。

（
三
）
家
族
の
将
来
像
と
、
今
後
の
課
題

← ･

○
年
後
）
ど
の
よ
う
な
家
族
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
か
」
の
設
問
で
は
（
図
１
－
４
）
、
「
ず
っ
と

今
の
家
族
で
暮
ら
し
た
い
」
「
顔
ぶ
れ
が
替
わ
る
だ
ろ
う
が
家
族
で
暮
ら
し
た
い
」
と
合
計
七
割
以
上
の
人
が
家

族
で
暮
ら
し
た
い
と
答
え
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
全
体
的
に
は
生
活
共
同
体
と
し
て
の
家
族
の
機
能
が
充
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
近
い
将
来
に
家
族
が
急
激
に
変
化
す
る
事
態
は
想
定
し
が
た
い
。
個
々

∂
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第一章　少子高齢社会における家族･･近隣関係の変容構造

の
家
族
の
状
況
に
応
じ
て
受
動
的
に
単
独
世
帯
に
な
る
ケ
ー
ス
は
発
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
生
活
者

へ
の
支
援
体
制
と
し
て
は
「
家
族
」
を
念
頭
に
お
い
た
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
ぺ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
年
齢

別
で
は
若
年
層
の
方
が
家
族
で
暮
ら
す
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
高
齢
層
で
は
「
施
設
で
暮
ら
し
た
い
」
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。
介
護
の
設
問
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
自
身
の
介
護
で
家
族
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う

思
い
の
現
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
最
後
に
、
自
由
記
述
欄
で
「
あ
な
た
の
一
〇
年
後
の
生
活
は
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
何

ら
か
の
記
述
の
あ
る
も
の
が
七
割
近
く
を
占
め
、
特
に
「
自
分
と
家
族
に
つ
い
て
」
の
記
述
が
全
体
の
二
割
に
み

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
家
族
↑
に
対
す
る
思
い
や
期
待
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
は
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
は
か
な
り
確
保
さ
れ
て
お
り
、
家
族
関
係

の
満
足
度
が
高
く
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
家
族
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
将
来
も

多
く
の
人
が
家
族
で
生
活
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
夫
婦
家
族
を
中
核
と
し
な
が
ら
、
家
族
関
係
へ
の
期
待
は

大
き
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
で
は
、
困
っ
た
と
き
に
頼
れ
る
身
近
な
存
在
と
し
て
「
近
所
の
人
」
も
か

な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
中
国
・
四
国
地
域
に
お
け
る
中
高
年
女
性
の
実
態
か
ら
も
同
様
の

指
摘
が
あ
る
こ
と
や
、
高
齢
者
に
女
性
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、
高
齢
者
が
緊

急
時
に
依
存
で
き
る
近
隣
関
係
の
繋
が
り
を
活
用
し
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

７
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第
三
節
　
エ
イ
ジ
ン
グ
と
、
家
族
・
近
隣
関
係
の
再
構
築

　
　
　
　
－
三
世
代
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
訪
問
面
接
調
査
か
ら
ー

　
（
一
）
調
査
の
概
要

　
少
子
高
齢
地
域
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
健
康
的
な
生
活
を
維
持
す
る
要
因
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
ケ
ー
ス
研
究
と
し
て
訪
問
面
接
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
三
木
町
の
中
で
も
特
に
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
と
し
て
二
地
区
を
選
定
し
、
当
該
地
区
に
十
年
以
上
居
住
し
て
い
る
三
世
代
以
上
の

家
族
と
し
て
協
力
の
得
ら
れ
た
五
世
帯
を
調
査
対
象
と
し
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
中
旬
上
二
月
上
旬
に
か
け
て
筆

者
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
対
象
者
の
希
望
に
よ
り
、
高
齢
者
の
み
、
二
あ
る
い
は
三
世
代
の
家
族
が
揃
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
二
土
二
時
間
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
調
査
項
目
は
、
現
在
の
家
族
に
つ
い
て
（
家
族
構
成
、
家
族
関

係
、
健
康
状
態
、
経
済
状
況
）
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
（
生
活
時
間
、
食
事
の
状
況
、
趣
味
、
近
隣
関
係
、
地
域

社
会
と
の
つ
な
が
り
）
、
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
か
ら
も
、
高
齢
者
が
力
強
く
前
向
き
に
生
活
す
る
姿
が
読
み
取
れ
た
。
ラ
イ
フ
ス
テ
Ｌ
ン
の

進
展
に
伴
う
生
活
変
容
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
変
容
す
る
地
域
へ
の
対
峙
、
現
在
の
家
族
関
係
の
あ

り
よ
う
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
特
徴
が
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
紙
面
の
制
約
上
、

特
に
家
族
や
近
隣
環
境
と
の
関
わ
り
の
観
点
か
ら
特
筆
す
ぺ
き
事
例
と
し
て
Ａ
さ
ん
（
七
十
四
歳
、
女
性
）
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

Ｓ
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第一･章　少子高齢社会における家族・近隣関係の変容構造

　
（
二
）
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
み
る
家
族
と
の
か
か
わ
り

　
Ａ
さ
ん
の
定
位
家
族
は
、
近
隣
Ｎ
町
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
。
実
母
は
厳
し
か
っ
た
が
、
実
父
は
ウ
サ
ギ
の
肉

や
川
魚
を
よ
く
食
べ
さ
せ
た
り
、
祭
の
時
に
も
小
遣
い
を
く
れ
た
り
で
、
甘
や
か
し
て
育
て
て
く
れ
た
。
結
婚
後

も
地
区
の
祭
の
時
に
は
里
帰
り
し
時
折
は
実
家
に
一
泊
す
る
な
ど
、
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
て
い
る
。

　
十
八
歳
の
時
、
徒
歩
三
十
分
ぐ
ら
い
の
距
離
に
あ
っ
た
農
家
の
三
代
目
Ａ
さ
ん
と
結
婚
し
、
以
来
、
現
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
。
夫
は
五
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
男
だ
っ
た
た
め
、
同
居
し
て
い
る
幼
い
弟
や
妹
の
世
話
を
ず
っ
と

夫
と
と
も
に
担
っ
て
き
た
と
い
う
。
夫
は
山
仕
事
、
畑
仕
事
に
従
事
し
、
肉
牛
を
飼
育
し
て
い
た
た
め
収
入
に
困

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
炭
焼
き
も
し
て
い
て
重
労
働
だ
っ
た
が
、
夫
と
炭
焼
き
小
屋
に
泊
ま
り
込
ん
で
の
作
業

は
、
夫
婦
だ
け
で
過
ご
せ
る
貴
重
な
時
間
で
楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
。
夫
は
十
年
前
に
他
界
し
た
。

　
子
ど
も
は
長
女
、
長
男
、
次
女
の
三
人
で
、
長
女
と
次
女
は
他
出
し
、
現
在
は
長
男
家
族
と
同
居
し
て
い
る
。

長
男
は
建
設
関
係
で
自
宅
近
辺
に
作
業
場
を
持
ち
、
若
い
人
も
雇
用
し
て
お
り
、
畑
仕
事
も
継
承
し
て
い
る
。
長

男
の
妻
は
隣
接
地
域
の
出
身
で
と
て
も
優
し
く
、
長
男
夫
婦
の
仲
が
良
い
の
で
「
嫁
に
は
恵
ま
れ
た
と
思
う
」
と

い
う
。
常
勤
の
看
護
師
を
し
て
い
る
た
め
、
夜
勤
の
時
に
は
Ａ
さ
ん
が
孫
の
世
話
を
し
て
き
た
。
孫
は
高
校
生
と

中
学
生
の
男
子
二
人
で
あ
る
。
二
男
と
は
特
に
仲
が
良
く
、
最
近
ま
で
一
諧
に
人
浴
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

タ
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且
）
現
在
の
生
活
と
家
族
・
近
隣
関
係

　
現
在
は
野
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
や
、
炭
焼
き
な
ど
を
し
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
炊
事
も
し
て
い
た
が
、
最
近
は
ほ

と
ん
ど
長
男
の
妻
が
用
意
す
る
の
で
、
炊
飯
だ
け
は
と
担
当
し
て
い
る
。
中
年
期
か
ら
心
肥
大
で
服
薬
し
て
お
り

現
在
も
週
一
回
通
院
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
支
障
は
な
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
。
毎
朝
五
時
に
は
起
床

し
、
夜
九
時
半
頃
に
は
就
寝
す
る
。
五
人
家
族
が
揃
っ
て
夕
食
を
食
べ
、
終
わ
れ
ば
早
々
に
自
室
に
入
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
長
男
に
は
か
な
り
気
を
使
っ
て
お
り
「
若
い
人
と
長
く
一
緒
に
い
る
と
煙
た
が
ら
れ
る
」
と
配
慮
し

て
い
て
、
他
出
し
た
長
女
が
姑
と
同
居
の
経
験
か
ら
何
か
と
忠
告
し
て
く
れ
る
の
で
従
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か

し
、
萎
縮
し
て
窮
屈
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
族
が
揃
っ
て
過
ご
す
朝
夕
の
時
間
は
楽
し

く
充
実
し
て
お
り
、
孫
の
成
長
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
祖
母
・
孫
関
係
も
幸
福
な
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
近
隣
関
係
で
は
、
法
事
の
招
待
や
旅
行
の
お
み
や
げ
配
り
な
ど
、
従
来
は
か
な
り
活
発
で
親
密
で
あ
っ
た
が
、

近
年
は
一
人
暮
ら
し
の
女
性
が
増
え
た
た
め
、
負
担
に
な
る
つ
き
あ
い
は
止
め
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
近
隣
関
係
が
消
失
し
た
の
で
は
な
い
。
当
該
地
区
は
、
幹
線
道
路
か
ら
山
あ
い
に
少
し
奥
ま
っ

た
地
理
的
特
徴
の
た
め
、
ふ
だ
ん
通
行
人
は
見
か
け
ず
人
の
出
入
り
が
少
な
く
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
若
年
・
中

年
層
が
高
桧
市
や
近
隣
地
域
に
通
勤
通
学
し
て
い
る
た
め
、
日
中
ほ
ぼ
高
齢
者
だ
け
に
な
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者

だ
け
で
特
有
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
若
い
世
代
に
は
歓
迎
さ
れ
な
い
よ
う
な
手
作
り
の
こ
ん

に
ゃ
く
や
昔
な
が
ら
の
総
菜
を
交
換
し
た
り
、
手
芸
や
家
事
技
術
の
学
習
会
を
催
し
た
り
、
気
兼
ね
の
な
い
井
戸

却
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第一章　少子高齢社会における家族・近隣関係の変容構造

端
会
議
な
ど
、
従
来
の
村
落
的
な
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
か
つ
て
は
夫
や
姑
を
気
に
掛
け
な
が
ら

の
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
限
定
さ
れ
た
時
間
で
あ
る
と
は
い
え
、
す
ぺ
て
の
し
が
ら
み
か
ら
解
放
さ

れ
て
自
由
で
独
創
的
な
発
想
の
活
動
が
の
び
の
び
と
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
楽
し
い
幸
福
な
生
活

で
あ
る
と
い
う
。
笑
顔
で
語
る
Ａ
さ
ん
に
は
、
生
き
生
き
と
し
た
活
力
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
感
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
事
例
か
ら
は
、
エ
イ
ジ
ン
グ
と
家
族
・
近
隣
関
係
の
変
化
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
Ａ
さ
ん
自
身
の
発
達

過
程
、
家
族
の
発
達
過
程
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
し
て
い
く
家
族
形
態
や
家
族
関
係
、
近
隣
と
の
つ
な
が
り
。

そ
れ
ら
は
、
発
達
段
階
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
家
族
・
近
隣
関
係
を
再
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
充
実
し
た
高

齢
期
の
た
め
に
、
こ
の
点
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
も
推
側
で
き
よ
う
。

第
四
節
　
今
後
の
課
題
－
む
す
び
に
か
え
て
ー

　
事
例
調
査
対
象
者
の
現
在
の
生
活
に
つ

き
た
。
す
な
わ
ち
、

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で

・
高
齢
者
は
、
家
族
内
で
の
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
家
族
が
協
力
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
生
き
が
い

　
を
見
出
し
て
い
る

・
家
族
と
の
関
わ
り
方
や
協
力
の
仕
方
に
各
自
の
工
夫
が
み
ら
れ
、
若
年
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
し

　
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
活
の
方
法
を
構
築
し
て
い
る

jj
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・
管
理
中
の
疾
病
を
持
つ
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
課
や
仕
事
を
持
っ
て
い
る

　
・
近
隣
に
親
類
や
仕
事
を
通
じ
て
の
仲
間
が
あ
り
、
そ
の
関
わ
り
方
に
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
進
展
に
伴
う
変

　
　
化
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
る

　
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
交
通
な
ど
も
不
便
な
山
里
に
居
住
し
て
い
る
が
、
地
域
の
生
活
や
伝
統
に
愛
着
と
誇

　
　
り
を
持
っ
て
い
る

な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
家
族
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
・
近
隣
関
係
を
築
い
て
お
り
、
し
か

も
若
い
頃
と
は
異
な
る
関
わ
り
方
を
構
築
し
て
い
る
。
エ
イ
ジ
ン
グ
に
伴
っ
て
再
構
築
し
て
き
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
第
二
節
で
述
べ
た
意
識
調
査
結
果
か
ら
も
、
家
族
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
が
将
来
的
に
家
族

で
生
活
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
理
想
的
な
形
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
夫
婦
中
心
の
生
活
で
あ

り
つ
つ
も
家
族
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
ま
た
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
近
隣
関
係
を
重
視
し
な
が
ら
、
エ

イ
ジ
ン
グ
に
伴
っ
て
家
族
や
近
隣
と
い
っ
た
人
間
環
境
を
再
構
築
し
て
い
く
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
ろ
う
か
。

　
人
間
の
集
団
で
あ
る
「
家
族
」
は
、
家
族
自
体
の
エ
イ
ジ
ン
グ
に
伴
っ
て
そ
の
関
係
が
変
化
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
個
人
の
思
い
と
は
う
ら
は
ら
に
、
個
人
の
エ
イ
ジ
ン
グ
に
伴
っ
て
家
族
規
模
が
縮
小
し
て
い
き
、
や
が
て

一 ●

人
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
進
展
と
と
も
に
、
生
活
者
自
身
が
満
足
で
き
る
「
家
族
」

の
姿
を
い
か
に
構
築
で
き
る
の
か
、
社
会
が
そ
れ
を
い
か
に
支
援
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
思
い
が
け
ず
高
齢
単
独

世
帯
と
な
っ
た
場
合
、
家
族
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
何
を
準
備
で
き
る
の
か
、
エ
イ
ジ
ズ
ム
と
セ
ク
シ
ズ
ム
の
観
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第一章　少子高齢社会における家族・近隣関係の変容構造

点
か
ら
も
早
急
に
検
討
す
ぺ
き
課
題
は
多
い
。

〔
参
考
文
猷
〕

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
『
現
代
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
・
家
族
・
世
代
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
八
年

安
川
悦
子
・
竹
島
仲
生
編
『
「
高
齢
者
神
話
」
の
打
破
１
現
代
エ
イ
ジ
ン
グ
研
究
の
射
程
』
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
〇
二
年

金
子
勇
編
著
『
高
齢
化
と
少
子
社
会
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年

横
田
明
子
・
時
岡
晴
美
編
『
生
活
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
ヘ
の
展
開
－
現
代
の
生
活
経
済
学
総
論
』
同
文
書
院
、

一
九
九
五
年

日
本
家
政
学
会
家
政
学
原
論
・
家
庭
経
営
学
部
会
中
国
・
四
国
地
区
研
究
会
高
齢
者
問
題
研
究
グ
ル
ー
プ
『
中
国
・

四
国
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
実
態
調
査
報
告
書
』
、
一
九
八
八
年

召
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